
法政大学
経済学部同窓会報

第82号 2021年（令和３年）5月1日
法政大学経済学部同窓会（略称 法政経友会）

発行人：村田紀敏（同窓会会長）／編集人：執行部編集委員会
〒194-0298　東京都町田市相原町4342 法政大学経済学部研究棟4階420号室
電話・FAX 042-783-2550　http://www.hoseikeiyukai.jp/
郵便振替口座001706－602070　三菱UFJ銀行橋本支店普通口座0166670

本会は、会員相互の親睦をはかり、経済学部および母校の発展ならびに社会・文教の進歩に寄与することを目的とする。（同窓会会則第３条）

最
後
は
卒
業
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
る
運
び
と
な
る
の
で
す
が
、
今

年
も
昨
年
に
続
き
、
学
位
記
は
郵
送
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
同
窓
会
事
務
局

で
は
大
学
側
に
お
願
い
し
、
郵
送
コ
ス
ト

は
同
窓
会
負
担
に
て
、『
法
政
大
学
経
済
学

部
１
０
０
周
年
記
念
誌
』
及
び
同
窓
会
資

料
を
別
途
卒
業
生
宛
に
郵
送
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

郵
送
コ
ス
ト
の
負
担
が
叶
っ
た
の
は
、

経
友
会
会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
１
０
０
周
年

記
念
に
対
し
頂
戴
し
た
ご
寄
付
の
賜
物
で

あ
る
こ
と
を
申
し
添
え
ま
す
。

　

新
入
生
に
対
し
て
は
、
４
月
上
旬
に
多

摩
キ
ャ
ン
パ
ス
で
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
行
わ
れ
、

そ
の
機
会
に
同
窓
会
資
料
を
大
学
の
資
料

と
併
せ
配
布
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

経
済
学
部
同
窓
会
は
、
従
前
よ
り
経
済

学
部
教
授
会
及
び
経
済
学
部
事
務
課
の
皆

さ
ま
か
ら
、
温
か
い
ご
支
援
を
賜
っ
て
お

り
ま
す
。
今
回
、
卒
業
生
及
び
新
入
生
へ

の
同
窓
会
資
料
の
配
布
に
つ
い
て
賜
っ
た

ご
理
解
と
ご
協
力
に
対
し
、
改
め
て
厚
く

感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

（
事
務
局
長　

髙
森
正
雄
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
大
学
の

授
業
は
リ
モ
ー
ト
中
心
の
状
況
が
続
い
て

お
り
ま
す
。
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
の
通
称

「
経
済
学
部
研
究
棟
」
に
は
先
生
方
一
人

一
人
の
研
究
室
が
あ
り
ま
す
が
、
在
室

ラ
ン
プ
が
点
灯
し
て
い
る
部
屋
で
は
、

リ
モ
ー
ト
授
業
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が

多
い
よ
う
で
す
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
学
生
の
姿
は
ほ
と
ん

ど
見
ら
れ
ず
、
Ｊ
Ｒ
西
八
王
子
・
法
政

大
学
間
の
連
絡
バ
ス
も
便
数
を
減
ら
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
乗
客
は
ま
ば
ら

と
い
う
の
が
実
状
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
今
年
は
卒
業
式

（
学
位
授
与
式
）、
入
学
式
と
も
に
武
道
館

で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
双
方
と
も
基
本
的

に
本
人
の
み
の
出
席
で
行
わ
れ
、
昨
年
は

両
方
と
も
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
式
典
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
は

卒
業
生
、
新
入
生
に
と
っ
て
感
慨
深
い

こ
と
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

例
年
で
あ
れ
ば
、
卒
業
生
に
対
し
て

学
位
記
が
市
ヶ
谷
の
教
室
で
一
人
一
人
に

手
渡
さ
れ
、
そ
の
後
教
室
出
口
で
同
窓
会

資
料
が
私
ど
も
の
手
で
配
布
さ
れ
て
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
大
学
の
近
況

　お
よ
び 

同
窓
会
の
関
わ
り
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
、
首
都
圏
に
お
い
て
は
依
然
と

し
て
行
動
の
自
粛
の
呼
び
か
け
が
な

さ
れ
て
い
る
の
が
実
状
で
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
２
０
２
１
年
度
の

定
期
幹
事
総
会
の
開
催
方
法
に
関
し
、

代
表
・
常
任
幹
事
会
で
検
討
い
た
し

ま
し
た
結
果
、
２
年
連
続
の
書
面
開

催
は
避
け
、
小
規
模
で
あ
っ
て
も
実

開
催
を
す
べ
き
と
の
結
論
に
達
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
今
年
度
の
定
期

総
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
６
月
５
日

（
土
）
午
前
10
時
30
分
よ
り
、
四
ツ
谷

の
「
主
婦
会
館
」
に
お
い
て
、
参
加
可

能
な
限
ら
れ
た
人
数
の
常
任
幹
事
の

み
の
出
席
に
よ
り
、
万
全
の
対
策
を

講
じ
た
う
え
で
開
催
す
る
こ
と
と
し
、

オ
レ
ン
ジ
の
集
い
は
中
止
す
る
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。

　
会
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
何
卒
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
総
会
の
審
議
結
果
に
つ
き

ま
し
て
は
、
９
月
発
行
予
定
の
『
同
窓

会
報
』
第
83
号
に
て
、
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。同

窓
会
長
　
村
田
　
紀
敏

２
０
２
１
年
度
定
期
総
会

　
縮
小
開
催
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
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経
済
学
部
の
新
た
な

　
　
　世
紀
の
始
ま
り
に

新
経
済
学
部
長
就
任
挨
拶

廣
川
　み
ど
り

ひ
ろ
か
わ

同
窓
会
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に

　改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

前
経
済
学
部
長
退
任
挨
拶

鈴
木
　
　豊

援
・
ご
協
力
を
賜
り
た
く
、
切
に
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
の
授
業
は
対
面
を
基
本
と
し

て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・
オ
ン
デ
マ
ン
ド
を

併
用
し
て
参
り
ま
す
。
安
心
・
安
全
を

第
一
に
し
つ
つ
、
１
、２
年
生
と
少
人
数
・

実
習
ク
ラ
ス
を
中
心
に
登
校
機
会
を
確

保
し
、
学
修
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

環
境
を
整
え
る
形
で
進
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

社
会
全
体
も
依
然
と
し
て
先
の
見
え
な

い
状
況
で
す
が
、
１
０
０
周
年
記
念
ビ
デ

オ
で
、同
窓
会
会
長
の
村
田
紀
敏
さ
ま
（
セ

ブ
ン
＆
ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
初
代

社
長
）
が
、不
確
実
な
状
況
の
な
か
で
「
目

の
前
に
来
た
も
の
に
立
ち
向
か
い
、
や
り

遂
げ
る
」
と
仰
ら
れ
て
い
た
、
そ
の
お
こ

と
ば
を
胸
に
刻
み
、
進
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
所
存
で
す
。

　

同
窓
会
の
み
な
さ
ま
、
な
に
と
ぞ
よ
ろ

し
く
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
２
年
間
、
学
部
長
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
く
廣
川
み
ど
り
と
申
し
ま

す
。
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

今
年
度
、
経
済
学
部
創
設
１
０
１
周
年

目
を
迎
え
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
４
月

の
入
学
生
は
、
新
た
な
世
紀
の
第
１
期
生

と
な
り
ま
す
。
ま
さ
し
く
、
歴
史
と
伝
統

の
上
に
立
ち
、
進
歩
を
続
け
る
、
そ
の
象

徴
的
な
年
で
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
年
に
学
部
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
は
、
大
変
光
栄
に
思
う
と
同
時
に

大
き
な
責
任
も
感
じ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
、
創
設

１
０
０
周
年
記
念
ビ
デ
オ
の
作
成
、『
法

政
大
学
経
済
学
部
１
０
０
周
年
記
念
誌
』

の
発
刊
、
第
11
回
学
生
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会

等
、
同
窓
会
の
み
な
さ
ま
の
お
力
添
え
な

し
に
は
、
実
現
で
き
な
か
っ
た
も
の
と
考

え
ま
す
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
し
て
今
後
も
こ
れ
ま
で
同
様
、
ご
支

１
０
０
周
年
行
事
を
実
施
し
て
い
く
中
で

の
、
同
窓
会
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は
大
変
心

強
か
っ
た
こ
と
を
、
改
め
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
経
済
学
部
の
新
た
な

１
０
０
年
が
始
ま
り
ま
す
が
、
学
部
と

同
窓
会
が
と
も
に
発
展
し
て
い
き
ま
す
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も
ご
支
援
・
ご
協
力
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
個
人
と
し
て
も
、
教
育
研
究
の
ほ
う

で
、
納
得
い
く
仕
事
が
で
き
る
よ
う
引
き

続
き
頑
張
っ
て
い
く
所
存
で
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
経
済
学
部
長
退
任
の
挨
拶
の

機
会
を
設
け
て
下
さ
り
、
ど
う
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

通
常
は
任
期
２
年
の
と
こ
ろ
、
２
期

４
年
間
、
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
、
そ
の
間
、
２
０
１
７
年
の
「
同
窓

会
25
周
年
記
念
行
事
」
や
昨
年
の
「
経
済

学
部
創
設
１
０
０
周
年
記
念
行
事
」
と
い
っ

た
「
周
年
行
事
」
も
二
つ
実
施
で
き
ま

し
た
し
、
定
例
の
打
ち
合
わ
せ
や
オ
レ

ン
ジ
の
集
い
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
、

デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
と
い
っ
た
行
事
で
も
、

回
数
を
重
ね
な
が
ら
、
同
窓
会
の
皆
さ
ま

と
の
協
力
と
連
携
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
「
学
生
・
卒
業
生
・
教
員
の
連
携
に
よ
る

経
済
学
部
の
持
続
的
な
発
展
」
と
い
う

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
ガ
バ
ナ
ン
ス
も
、
同
窓

会
と
の
連
携
協
力
を
通
じ
て
、
よ
り
実
感

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

特
に
昨
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
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【
特
別
表
彰
者
】

　
［
19
年
度
学
生
会
代
表
］ 

　
　

浅
沼
恵
梨
奈
（
国
際
経
済
学
科
）

　
　

齋
藤　

恒
耀
（
経
済
学
科
）

　
［
20
年
度
公
認
会
計
士
試
験
合
格
者
］

　
　

渡
部　

由
伸
（
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
）

　
　

飯
塚　

海
渡
（
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
）

【
外
国
人
留
学
生
表
彰
者
】

　
　

方ホ
ウ　
　

超チ
ョ
ウ　

男
性
（
経
済
学
科
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
華
人
民
共
和
国　

　
　

ニ
プ
ト
ウ　

デ
シ
ユ
ニ
タ　

女
性

　
　
（
国
際
経
済
学
科
）

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国

    

　

３
月
24
日
（
水
）
９
時
45
分
、
桜
が
ほ

ぼ
満
開
と
な
っ
た
日
本
武
道
館
で
、
第

１
３
９
回
法
政
大
学
学
位
授
与
式
（
卒
業

式
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の

た
め
、
卒
業
生
以
外
の
方
々
の
入
場
を
お

断
り
し
、
午
前
午
後
の
二
部
制
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

式
典
と
学
位
記
交
付
終
了
後
に
毎
年
行

わ
れ
て
い
る
、
各
学
部
お
よ
び
通
信
教
育

部
の
卒
業
祝
賀
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の

た
め
昨
年
に
続
い
て
中
止
と
な
り
、
学
位

記
交
付
に
つ
い
て
は
、
郵
送
（
通
信
教
育

部
は
別
途
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

毎
回
、
経
済
学
部
教
授
会
主
催
、
経
済

学
部
同
窓
会
後
援
で
開
催
さ
れ
て
い
る
卒

業
祝
賀
会
で
は
、
同
窓
会
は
、
教
授
会
の

推
薦
に
基
づ
い
て
特
別
表
彰
と
留
学
生
表

彰
を
行
う
と
共
に
、
経
済
学
部
卒
業
生
を

祝
福
す
る
パ
ー
テ
ィ
ー
へ
の
支
援
も
行
っ

て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
昨
年
と
同
様
、

今
回
も
祝
賀
会
は
中
止
と
な
り
表
彰
式
も

行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
該
当
者
に
は
、

表
彰
状
と
記
念
品
を
本
人
住
所
宛
に
送
付

い
た
し
ま
し
た
。
表
彰
者
は
下
記
の
と
お

り
で
す
。

（
文
・
菅
野
里
見
／
写
真
・
法
政
大
学
提
供
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
２
１
年
度
に
加
え
、

　
２
０
２
０
年
度
の
入
学
式
も
同
日
に
開
催
さ
れ
る

第
１
３
９
回
学
位
授
与
式
開
催

　
　
　
　
同
窓
会
か
ら
は
表
彰
状
と
記
念
品
贈
る

　

総
長
式
辞
は
、
本
年
度
か
ら
総
長
に
就

任
し
た
、
廣
瀬
克
哉
先
生
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
の
で
、
廣
瀬
先
生
の
略
歴
を
最
後
に

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

４
月
３
日
（
土
）、
本
年
度
の
入
学
式
に

加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
昨
年
は

行
わ
れ
な
か
っ
た
２
０
２
０
年
度
の
入
学

式
も
、
日
本
武
道
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
入
学
式
は
３
部
制
を
と
り
、

第
１
部
で
は
、
２
０
２
１
年
度
入
学
の
法
学

部
、
文
学
部
、
経
営
学
部
、
国
際
文
化
学

部
、
人
間
環
境
学
部
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
学
部
、
デ
ザ
イ
ン
工
学
部
、
グ
ロ
ー
バ

ル
教
養
学
部
生
、
第
２
部
で
は
、
同
じ
く

２
０
２
１
年
度
入
学
の
経
済
学
部
、
社
会
学

部
、
現
代
福
祉
学
部
、
情
報
科
学
部
、
理
工

学
部
、
生
命
科
学
部
、
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学

部
、
大
学
院
、
専
門
職
大
学
院
、
通
信
教

育
課
程
生
、
第
３
部
で
は
、
２
０
２
０
年

度
入
学
の
全
学
部
・
研
究
科
生
を
対
象
と

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、

今
回
の
式
典
に
は
新
入
生
以
外
の
入
場
は

で
き
ず
、
入
場
に
際
し
て
は
、
２
０
２
１
年

度
入
学
生
に
つ
い
て
は
既
に
送
付
済
み
の

「
入
学
式
入
場
証
」
を
、
２
０
２
０
年
度

入
学
生
に
つ
い
て
は
「
学
生
証
」
を
提
示

し
て
の
入
場
と
な
り
、
式
典
は
、
総
長
式
辞
、

来
賓
祝
辞
、
入
学
の
辞
、
学
部
長
等
紹
介
、

校
歌
演
奏
と
い
う
順
番
で
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

▲鈴木学部長（当時）
　より代表者に学位が
　授与される

　卒業生のみの入場で
▼行われた式典の様子

● 

１
９
５
８
年
奈
良
県
生
ま
れ

● 

１
９
８
１
年
東
京
大
学
法
学
部
第
三
類
卒
業

● 

１
９
８
３
年
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学

研
究
科
修
士
課
程
修
了

● 

１
９
８
７
年
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学

研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学

● 

１
９
８
７
年
東
京
大
学
大
学
院
法
学
博
士

　

学
位
取
得

● 

１
９
８
７
年
法
政
大
学
法
学
部
助
教
授

● 

１
９
９
５
年
法
政
大
学
法
学
部
教
授

● 

２
０
１
７
年
４
月
法
政
大
学
副
学
長

　

専
攻
：
行
政
学
・
公
共
政
策
学
・
地
方
自
治

入学式で式辞を述べる
廣瀬克哉新総長
（写真・法政大学提供）
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こ
の
１
年
間
、
ほ
と
ん
ど
人
気
の
な
か
っ

た
キ
ャ
ン
パ
ス
も
、
こ
の
日
だ
け
は
若
者
の

姿
が
多
く
な
り
、
活
気
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
を
前
に
、
経
済
学
部
同
窓
会
は

新
入
学
生
に
配
る
た
め
の
、『
経
済
学
部

１
０
０
周
年
記
念
誌
』
と
同
窓
会
入
会
案

内
の
袋
詰
め
作
業
を
、
多
摩
キ
ャ
ン

パ
ス
の
通
称
「
経
済
学
部
研
究
棟
」
に
て
行

い
ま
し
た
。
約
９
０
０
人
の
新
入
生
向

け
の
袋
詰
め
は
、
な
か
な
か
ボ
リ
ュ
ー

ム
の
あ
る
作
業
で
し
た
が
、
こ
の
資
料
が

私
た
ち
の
後
輩
の
お
役
に
立
て
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

４
月
３
日
、
日
本
武
道
館
で
行
わ
れ
た

入
学
式
に
先
立
ち
、
４
月
１
日
、
多
摩

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
新
入
生
対
象
の
ガ
イ

ダ
ン
ス
が
実
施
さ
れ
、
経
済
学
部
の
新
入

生
が
多
摩
に
集
ま
り
ま
し
た
。

な
っ
た
。

　

学
生
た
ち
に
と
っ
て
は
、
当
初
想
定
も

し
て
い
な
か
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
選

考
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

２
０
２
０
年
３
月
以
降
は
、
ネ
ッ
ト
の
接

続
環
境
や
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
面
接
の
受

け
方
な
ど
の
相
談
が
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

に
も
多
く
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
就

職
活
動
に
お
け
る
混
乱
ぶ
り
が
顕
著
で

あ
っ
た
。

　

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
学
生
に
対
す
る

サ
ポ
ー
ト
も
、
個
別
相
談
を
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
シ
ス
テ
ム
や
電
話
、
メ
ー
ル
な
ど
を

用
い
る
こ
と
で
、
非
対
面
で
も
対
応
し
た

ほ
か
、
各
種
支
援
業
行
事
も
す
べ
て
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
実
施
。
厳
し
い
環
境
な
が
ら
、

８
月
以
降
も
個
別
支
援
を
求
め
る
学
生
に

は
、
担
当
制
を
敷
い
て
サ
ポ
ー
ト
を
す
る

な
ど
の
、
地
道
な
支
援
も
継
続
し
て
き
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
、
企
業
業
績

へ
の
悪
影
響
が
よ
り
顕
著
に
な
っ
て
き
た

こ
と
で
、
２
０
２
１
年
度
に
就
職
活
動
を

行
う
学
生
た
ち
に
と
っ
て
は
、
よ
り
厳
し

い
就
活
環
境
が
、
待
ち
受
け
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。

　

そ
の
た
め
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と

し
て
も
、
情
勢
に
応
じ
た
取
り
組
み
で
、

学
生
た
ち
を
丁
寧
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き

た
い
。　（

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
・
今
村
公
勇
）

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

　
オ
ン
ラ
イ
ン
対
応
で
就
活
混
乱

　

２
０
２
０
年
度
は
、
法
政
大
学
の
学
生

の
就
職
活
動
に
お
い
て
も
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
た
一
年
で

あ
っ
た
。

　

２
０
２
０
年
度
の
新
卒
求
人
倍
率
は
、

前
年
度
の
１
・
８
３
倍
か
ら
１
・
５
３
倍
へ

と
低
下
。
一
般
的
に
は
、
１
・
６
倍
を
超
え

て
い
る
と
学
生
に
と
っ
て
売
り
手
市
場
と

言
わ
れ
る
が
、 

２
０
１
４
年
度
か
ら
６
年
間

続
い
て
き
た
売
り
手
市
場
も
、
学
生
に
と
っ

て
厳
し
い
買
い
手
市
場
へ
と
転
換
し
た
。

　

そ
れ
を
裏
付
け
る
か
の
よ
う
に
、

２
０
２
１
年
２
月
１
日
に
実
施
し
た
進
路

状
況
サ
ン
プ
ル
調
査
で
も
、
民
間
企
業
や

団
体
へ
の
就
職
希
望
者
の
内
定
保
有
率
は
、

９
５
・
８
％
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
前
年
同
月

数
字
を
２
・
９
ポ
イ
ン
ト
下
回
る
結
果
と

『法政大学経済学部100周年記念誌』の山の前で、袋詰め作業を行う

▲経済学部の教室で
　ガイダンスを受ける
　新入生

▼ひさしぶりに若い人で
　あふれたバスターミナル
　と経済学部教室をつなぐ　
　Ｖブリッジ付近

新年度多摩キャンパス

PHOTO
レポート
経済学部新入学生が
多摩キャンパスに！

2020年度の
就職状況
2020年度の
就職状況

～キャリアセンターから
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阿
部
　
正
人
（
77
年
卒
）

東
松
山
市
　
67
歳

　

１
９
７
７
年
卒
。
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
で
試

験
な
し
。
思
い
出
す
の
は
、
高
橋
誠
先
生

（
ゼ
ミ
）、
大
島
清
先
生
、
伊
東
光
晴
先
生
、

宇
井
純
先
生
。

　

そ
の
後
、
福
祉
、
リ
ハ
ビ
リ
の
学
校
へ

行
き
、
67
才
の
現
在
も
リ
ハ
ビ
リ
（
作
業

療
法
士
）
の
仕
事
継
続
中
。
法
政
の
あ
の

ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
の
経
験
は
、
今
の
自
分
の

人
生
に
大
き
な
意
味
が
あ
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

普
（
ひ
ろ
し
）
で
す

川
上
　
良
一
（
92
年
卒
）

越
谷
市
　
62
歳

　
「
ヒ
ロ
シ
で
す
…
」
と
い
う
の
は
あ
る
ピ

ン
芸
人
の
自
虐
ト
ー
ク
で
す
が
、『
１
０
０

周
年
記
念
誌
』
77
頁
に
掲
載
さ
れ
た
拙
稿

に
お
い
て
、日
高
先
師
の
芳
名「
普
」が「
晋
」

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
私
が
原
稿
に
「
ひ

ろ
し
」
と
ル
ビ
を
振
っ
た
の
は
、「
晋
（
す

す
む
）」で
は
な
く
て
普（
ひ
ろ
し
）な
の
で
、

間
違
わ
な
い
で
下
さ
い
よ
」
と
い
う
意
味

な
の
で
す
。
誤
植
か
と
思
っ
た
ら
、
巻
末

の
年
表
に
お
い
て
も
「
晋
」
に
な
っ
て
い

ま
す
。「
晋
」
は
正
字
「
晉
」
の
異
体
字
で

あ
り
、
常
用
漢
字
で
は
な
い
も
の
の
、
人

名
漢
字
と
し
て
は
「
普
」
よ
り
も
遥
か
に

を
後
押
し
す
る
よ
り
、
国
家
が
目
標
を

決
め
て
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
を
集
中
す

る
や
り
方
は
早
い
。
お
ま
け
に
、
法
律

は
関
係
な
く
、
党
指
導
で
何
で
も
で
き

る
な
ら
、
急
速
な
発
展
も
納
得
で
き
る

と
い
う
も
の
だ
。

　

我
が
国
の
戦
後
の
経
済
復
興
と
経
済
発

展
は
ゲ
ー
ム
理
論
を
ベ
ー
ス
に
し
て
政
策

を
実
施
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
中
国
が

我
が
国
の
戦
後
の
経
済
発
展
を
研
究
し
、

人
口
が
十
分
に
あ
り
、
世
界
の
工
場
と
し

て
国
際
収
支
の
黒
字
化
後
は
自
国
で
経
済

発
展
を
回
し
て
い
け
る
と
確
信
し
た
の
だ

ろ
う
か
。
私
は
早
速
、鈴
木
氏
の
著
書
『
中

国
経
済
の
制
度
分
析
』
を
注
文
し
た
が
、

会
報
の
記
事
を
見
る
限
り
、
そ
の
辺
り
の

答
え
を
示
し
て
い
る
の
で
は
と
期
待
し
て

い
る
。

　

一
方
、
冨
永
准
教
授
も
ま
た
、
非
国
家

主
体
の
安
全
保
障
を
複
数
主
体
の
意
思
決

定
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
研
究
に
つ
い
て
、
ゲ
ー

ム
理
論
や
統
計
学
等
を
ベ
ー
ス
に
し
て
お

ら
れ
る
。
経
済
学
は
長
い
間
、
社
会
科
学

と
し
て
の
マ
ル
ク
ス
経
済
学
と
ケ
イ
ン
ズ

に
代
表
さ
れ
る
数
理
理
論
の
近
代
経
済
学

の
２
大
派
の
時
代
で
あ
っ
た
が
、
両
氏
の

研
究
は
、
こ
の
両
派
の
統
合
の
黎
明
期
を

開
く
も
の
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
両
氏
と
も
本
学
部
で
教
鞭
を
と
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
う
。

お
会
い
す
る
こ
と
が
社
会
的
に
制
約
さ
れ

る
中
、
経
友
会
か
ら
の
情
報
発
信
は
よ
り

待
ち
遠
し
く
感
じ
ま
す
。

野
川
　
主
昭
（
75
年
卒
）

山
形
市
　
69
歳

　

９
月
１
日
の
会
報
で
注
目
す
る
記
事
を

拝
見
し
ま
し
た
。

　

経
済
学
部
長
の
鈴
木
氏
の
森
嘉
兵
衛
賞

の
受
賞
記
事
と
冨
永
准
教
授
の
紹
介
記
事

の
こ
と
で
す
。
鈴
木
氏
の
研
究
は
も
ち
ろ

ん
世
界
的
に
も
注
目
度
の
高
い
も
の
で
あ

る
が
、
な
ぜ
、
今
ま
で
こ
の
よ
う
な
研
究

が
ア
プ
ロ
ー
チ
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
不
思

議
な
気
が
し
ま
し
た
。

　

中
国
は
も
ち
ろ
ん
共
産
党
一
党
独
裁
の

国
家
で
あ
り
、
憲
法
以
下
を
党
が
指
導
す

る
と
い
う
特
殊
国
家
で
あ
り
、
そ
の
制
度

や
内
部
体
制
に
つ
い
て
は
不
明
な
部
分
が

多
い
。
私
は
、
中
国
が
マ
ル
ク
ス
の
い
う

下
部
構
造
が
上
部
構
造
を
規
定
す
る
と
い

う
社
会
科
学
の
定
石
か
ら
外
れ
て
い
た
時

か
ら
、
中
国
は
い
つ
か
資
本
主
義
的
な
国

家
体
制
に
転
換
し
て
い
く
だ
ろ
う
と
み
て

い
ま
し
た
が
、
世
界
第
２
位
の
経
済
大
国

に
の
し
上
が
っ
た
今
、
そ
の
気
配
は
み
じ

ん
も
な
い
。

　

確
か
に
、
国
家
的
に
重
要
な
産
業
等
を

民
間
に
任
せ
て
、
そ
の
成
長
や
技
術
開
発

川
南
　
卓
也
（
17
年
卒
）

岩
見
沢
市
　
43
歳

　
『
法
政
大
学
経
済
学
部
１
０
０
周
年
記
念

誌
』を
贈
っ
て
戴
き
、感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

通
信
教
育
課
程
の
卒
業
生
か
ら
の
寄
稿
も

多
く
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
問
題
に
よ
り
、

昨
年
に
続
い
て
２
０
２
１
年
度
も
通
教
・

札
幌
ス
ク
ー
リ
ン
グ
は
開
講
さ
れ
ま
せ
ん

が
、
北
海
道
在
住
の
通
教
経
済
学
部
生
の

新
規
入
会
に
期
待
す
べ
く
、
通
信
教
育
部

で
定
期
発
行
し
て
い
る
冊
子
『
法
政
通
信
』

の
２
月
号
の
学
生
会
便
り
・
北
海
道
に
て
、

経
済
学
部
同
窓
会
へ
の
入
会
を
勧
め
て
い

た
だ
き
ま
し
た
（
当
該
『
法
政
通
信
』
は

通
信
教
育
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
Ｐ
Ｄ
Ｆ

形
式
で
見
る
事
が
で
き
ま
す
）。
皆
さ
ん
と

会員
短信

全国の会員から事務局に寄せられた
お便りを紹介します
（　）は西暦年です

  

北
海
道
か
ら

  

山
形
か
ら

  

埼
玉
か
ら
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佐
藤
　
博
（
55
年
卒
）

中
野
区
　
90
歳

　

総
長
ご
推
奨
の
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
を
早
速
見
学
に
、
丁
寧
な
説
明
を
受

け
た
。

　

早
々
な
の
か
少
々
貧
弱
な
感
じ
を
受
け

た
。伝
統
あ
る
本
学
の
資
料
と
し
て
は
少
々

淋
し
い
。
出
来
れ
ば
同
窓
生
に
歴
史
を
感

ず
る
お
手
持
ち
の
資
料
、
写
真
・
記
念
品

（
特
に
ス
ポ
ー
ツ
関
連
）
の
寄
贈
又
は
展
示

を
お
願
い
し
、充
実
し
た「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

を
築
い
て
欲
し
い
も
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
菊
池
　
𠮷
紘
（
62
年
卒
）

練
馬
区
　
81
歳

　

経
済
学
部
１
０
０
周
年
、
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
又
、
こ
の
度
は
丁

重
な
る
長
寿
の
お
祝
い
の
品
、
並
び
に

『
１
０
０
周
年
記
念
誌
』
を
お
送
り
頂
き
ま

し
て
大
変
感
激
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
振
り
返
り
ま
す
と
、
高
校
・

大
学
と
「
法
政
」
で
学
ん
だ
７
年
間
は
私

の
人
生
に
於
い
て
も
忘
れ
ら
れ
な
い
貴
重

な
日
々
で
も
あ
り
ま
し
た
。
年
令
を
重
ね

る
に
つ
れ
て
、
母
校
へ
の
愛
校
心
が
更
に

増
し
、
六
大
学
野
球
、
箱
根
駅
伝
へ
の
応

援
に
も
熱
が
入
り
、
元
気
を
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
母
校
の
増
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

り
ま
し
た
が
、
大
学
卒
業
後
は
リ
ッ
カ
ー

ミ
シ
ン
に
就
職
し
、
応
援
団
長
と
し
て
活

躍
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
徳
田
　
訓
康
（
62
年
卒
）

鎌
ヶ
谷
市
　
80
歳

　

同
窓
会
報
第
81
号
の
寄
付
者
欄
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
播
本
幸
男
様
（
91
歳
）
が
昨

年
の
８
月
17
日
に
ご
逝
去
い
た
し
ま
し
た
。

私
の
大
学
の
大
先
輩
で
あ
り
、
職
業
（
特

定
郵
便
局
長
）
も
一
緒
で
同
窓
会
に
加
入

を
勧
め
て
い
た
だ
い
た
方
で
、
公
私
に
お

世
話
に
な
り
大
変
残
念
の
極
み
で
す
。
心

よ
り
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
。

長
寿
の
お
祝
い
へ
の
お
礼

渡
辺
　
公
夫
（
62
年
卒
）

大
田
区
　
81
歳

　

こ
の
度
は
思
い
が
け
ず
に
長
寿
の
お
祝

い
を
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
八
十
路
と
い
う
一
つ
の
人
生
の
節
目
を

迎
え
、
公
務
員
と
し
て
の
仕
事
も
完
全
リ

タ
イ
ヤ
し
、サ
ン
デ
ー
毎
日
の
日
々
を
送
っ

て
お
り
ま
す
。「
人
生
百
歳
時
代
」
の
ん
び

り
、
ゆ
っ
た
り
、
ほ
ど
ほ
ど
の
人
生
を
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

「
一
日
一
生
」
同
窓
会
の
益
々
の
発
展
を
念

じ
て
お
り
ま
す
。

　

蛇
足
な
が
ら
昨
年
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た

（
株
）
大
藤
の
政
局
便
乗
和
菓
子
「
ス
ガ

ち
ゃ
ん
ま
ん
じ
ゅ
う
」
を
紹
介
し
ま
す
。

小
沢
　
暁
民
（
63
年
卒
）

松
戸
市
　
80
歳

　

私
は
秋
田
か
ら
上
京
し
、
法
政
二
高
に

入
学
し
卒
業
後
は
二
部
経
済
学
部
で
４
年

間
学
業
と
部
活
（
演
劇
）
と
そ
し
て
仕
事

と
の
大
変
き
び
し
い
生
活
を
し
ま
し
た
。

60
年
安
保
で
は
連
日
国
会
へ
デ
モ
に
参
加

し
、
５
１
１
番
教
室
に
寝
泊
ま
り
し
た
こ

と
が
つ
い
昨
日
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

市
議
会
議
員
生
活
も
今
年
で
47
年
目
に
な

り
、
体
力
の
続
く
限
り
市
民
の
支
持
が
あ

れ
ば
、
生
涯
現
役
と
し
て
が
ん
ば
る
つ
も

り
で
す
。

　
　
　
　
　
角
田
　
勇
（
64
年
卒
）

流
山
市
　
79
歳

　
『
経
済
学
部
創
設
１
０
０
周
年
記
念
』
誌

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
は
法
政

の
合
気
道
部
の
О
Ｂ
で
も
あ
り
ま
す
が
、

六
大
学
野
球
の
リ
ー
グ
戦
に
は
、
よ
く
神

宮
球
場
に
行
き
ま
し
た
。
私
の
兄
が
（
工

学
部
О
Ｂ
）
応
援
団
の
副
団
長
で
し
た
。

た
だ
当
時
は
23
シ
ー
ズ
ン
も
優
勝
か
ら
遠

ざ
か
っ
て
い
た
期
間
の
応
援
団
だ
っ
た
の

で
気
の
毒
で
し
た
。
兄
は
71
歳
で
亡
く
な

使
用
頻
度
が
高
い
の
で
し
ょ
う
。
私
の
在

学
中
も
、「
晋
」
の
表
記
を
見
ま
し
た
。
古

川
哲
教
授
の
通
名
も
「
晢
」（
セ
ツ
・
あ
き

ら
）
の
誤
読
に
由
来
す
る
そ
う
で
、
ア
バ

ウ
ト
で
す
ね
。

　

同
様
に
『
同
窓
会
報
』
第
81
号
５
頁
の

拙
稿
に
お
け
る
「
良
通
」
は
、「
良
通
」

の
誤
植
で
す
。「
通
」
の
一
文
字
は
祖
父

通
貞
、
父
通
則
か
ら
受
け
継
い
だ
系
字
な

の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、『
１
０
０
周
年
記
念
誌
』

１
３
１
頁
に
よ
る
と
、
日
高
ゼ
ミ
に
お
い

て
は
論
文
執
筆
に
際
し
、「
で
き
る
だ
け
著

名
で
権
威
の
あ
る
人
を
論
敵
に
す
る
と
書

き
や
す
い
」
と
い
う
指
導
が
な
さ
れ
て
い

た
と
の
こ
と
。
私
が
卒
業
論
文
『
価
値
形

態
論
』
で
試
み
た
こ
と
が
正
に
そ
れ
で
し

た
。
知
る
人
ぞ
知
る
ウ
ル
ト
ラ
教
条
主
義

者
山
本
二
三
丸
の
エ
モ
い
宇
野
駁
撃
を
ク

リ
テ
ィ
ー
ク
し
た
の
で
す
。
抽
象
的
人
間

労
働
を
尺
度
と
す
る
価
値
が
「
客
観
的
に

実
在
す
る
」
な
ど
と
主
張
し
て
は
、
そ
れ

こ
そ
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
マ
ル
ク
ス

そ
の
人
が
指
摘
し
た
物
神
崇
拝
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
先
哲
を
尊
敬
す
る
の
は
よ
い

と
し
て
も
、
尊

崇
し
て
し
ま
っ

て
は
、
学
問
の

進
歩
は
あ
り
ま

せ
ん
。

  

千
葉
か
ら

  

東
京
か
ら
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森
嘉
兵
衛
賞
審
査
委
員
会
は
、
昨
年

度
に
推
薦
さ
れ
た
、
法
政
大
学
経
済
学

部
教
授　

酒
井
正
著
『
日
本
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
格
差
労
働
市
場
の
変

容
と
社
会
保
健
』（
２
０
２
０
年
２
月
、

慶
応
義
塾
大
学
出
版
会
、２
７
０
０
円
）

に
つ
い
て
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
今

年
度
の
森
嘉
兵
衛
賞
（
Ａ
賞
）
と
す
る

こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

本
書
は
、
現
代
の
日
本
が
直
面
す

る
社
会
保
障
の
問
題
を
、「
就
業
形
態
」

を
切
り
口
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ

り
、
そ
の
問
題
の
中
心
を
、
社
会
保
険

の
格
差
が
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
格

差
と
も
な
っ
て
い
る
こ
と
を
剔
抉
し
、

社
会
保
険
の
綻
び
と
な
っ
て
い
る
こ
と

を
証
明
し
、
か
つ
そ
の
解
決
の
方
向
性

を
示
し
た
労
作
で
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
号
で
報
告
す

る
予
定
で
す
。

百
々
　
勇
司
（
51
年
卒
）

静
岡
市
　
94
歳

　

平
成
18
年
１
月
25
日
、
清
水
支
部
長
25

年
務
め
た
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
15
年
、
支
部
顧
問
と
し
て
つ

と
め
て
い
ま
す
。
年
賀
状
も
他
の
人
よ
り

多
く
頂
い
て
お
り
、
こ
の
頃
94
歳
の
年
齢

を
感
じ
ま
す
が
、
同
級
生
（
昭
和
26
年
卒
）

の
二
人
（
大
野
と
宮
内
で
す
）
を
広
告
で

み
て
、
元
気
な
事
と
知
っ
て
い
ま
す
。
増

田
先
生
に
は
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
い

つ
ま
で
生
き
ら
れ
る
か
、
市
の
た
め
県
の

た
め
、
法
大
の
た
め
そ
れ
ま
で
頑
張
り
ま

す
。
皆
さ
ん
に
よ
ろ
し
く
。

岩
部
　
金
吾
さ
ん
を
悼
む

　
　
　
　
　
　
佐
伯
　
正
（
57
年
卒
）

春
日
井
市
　
88
歳

　

去
る
三
月
七
日
、
あ
な
た
は
幽
明
境
を

異
に
し
て
黄
泉
路
に
た
た
れ
、
再
び
温
容

に
接
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
残
念
で

あ
り
ま
す
。

　

法
政
大
学
校
友
会
の
充
実
に
情
熱
を
燃

や
し
、
経
済
学
部
同
窓
会
を
発
足
、
初
代

会
長
を
務
め
、
法
政
大
学
校
友
連
合
会
役

員
ま
で
全
国
を
ま
わ
り
啓
発
さ
れ
、
現
在

の
体
系
を
創
り
上
げ
た
苦
労
人
で
あ
り
恩

人
で
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
在
り
し
日
の
面

前
田
　
恒
夫
（
62
年
卒
）

横
須
賀
市
　
82
歳

　

素
晴
ら
し
い
記
念
品
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
オ
レ
ン
ジ
色
を
み
な
が
ら
、

昔
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
と
思
い
出
し
ま
し

た
。
神
宮
球
場
で
青
空
の
下
、
校
歌
や
応

援
歌
を
精
一
杯
歌
っ
た
こ
と
や
…
…
、
あ

れ
や
こ
れ
や
。
こ
の
写
真
は
自
分
が
卒
業

（
昭
和
36
年
度
）
し
た
こ
ろ
の
東
京
駅
、
新

幹
線
の
工
事
の
始
ま
る
東
京
駅
で
す
。

  
神
奈
川
か
ら

  

静
岡
か
ら

  

愛
知
か
ら

  

広
島
か
ら

影
を
偲
び
御
功
績
を
顕
彰
す
る
と
と
も

に
、
泉
下
の
平
安
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

　

経
済
学
部
同
窓
会
準
備
会
に
同
席
し

て
発
足
以
来
二
十
五
年
理
事
に
参
加
し

た
、
岩
部
さ
ん
の
情
熱
に
感
動
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

山
﨑
　
正
文
（
56
年
卒
）

廿
日
市
市
　
88
歳

　

法
政
！
懐
か
し
い
名
で
す
。
川
崎
市
木

月
の
教
養
部
か
ら
千
代
田
区
の
本
校
へ
移

り
、
空
気
が
一
変
。「
お
ぉ
ブ
レ
ネ
リ
…
」

の
歌
声
。
戦
災
に
よ
る
一
部
破
壊
の
第
一

校
舎
で
宇
佐
美
・
上
杉
先
生
の
講
義
を
受

け
、
小
川
ゼ
ミ
で
古
い
世
界
観
が
一
変
し

ま
す
。

　

優
れ
た
上
級
生
に
促
さ
れ
て
原
水
禁
の

署
名
運
動
に
郷
里
の
広
島
で
取
り
組
み
、

一
軒
一
軒
ま
わ
り
ま
し
た
。
貧
し
い
中
で

新
し
い
人
間
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
法
政
時

代
で
す
。
30
年
間
高
校
に
勤
め
た
の
ち
、

米
寿
を
迎
え
た
今
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
二
世
の

戴
冠
式
や
当
時
の
先
輩
・
友
人
た
ち
と
の

交
流
の
思
い
出
を
懐
か
し
ん
で
い
ま
す
。

第
29
回
森
嘉
兵
衛
賞
に
つ
い
て
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そ
し
て
２
０
２
０
年
は
、
経
済
学
部

１
０
０
周
年
の
記
念
の
年
で
も
あ
り
ま
し

た
。
予
定
さ
れ
て
い
た
規
模
で
の
お
祝
い

は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
記
念
ビ
デ
オ

の
上
映
な
ど
を
通
し
、
現
役
学
生
は
し
っ

か
り
と
経
済
学
部
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
自
身
も
法
政
経
済
の
一
員

で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
も
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
と

も
同
窓
会
の
み
な
さ
ま
に
来
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
多
角
的
な
視
点
か
ら
講
評
や
鋭

い
質
問
を
投
げ
か
け
て
下
さ
り
、
学
生
に

と
っ
て
大
き
な
刺
激
で
あ
り
学
び
の
機
会

と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
経
済
学
部
の
縦

の
つ
な
が
り
を
感
じ
た
瞬
間
で
す
。

　

こ
れ
だ
け
同
窓
会
の
み
な
さ
ま
に
支
え

ら
れ
、
見
守
ら
れ
て
い
る
環
境
は
非
常
に

幸
せ
な
こ
と
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
１
０
１
年
目
の
今
年
度
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
度
、
学
生
会
の
代
表
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
現
代
ビ
ジ
ネ
ス

学
科
４
年
、
佐
藤
萌
花
と
申
し
ま
す
。
改

め
て
２
０
２
０
年
度
を
振
り
返
る
と
、
試

練
と
感
謝
の
一
年
で
し
た
。

　

春
学
期
中
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
延
期
な
ど

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
す
べ
て
が
異
例
続
き
、

例
年
と
比
べ
活
動
に
限
り
が
あ
り
ま
し
た
。

連
絡
や
会
議
も
ほ
と
ん
ど
オ
ン
ラ
イ
ン
で

行
う
な
ど
、
準
備
の
段
階
か
ら
難
し
い
部

分
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
「
出
来

な
い
こ
と
で
は
な
く
、
出
来
る
こ
と
を
数

え
よ
う
」
と
い
う
意
識
が
芽
生
え
ま
し
た
。

す
る
と
意
外
に
も
ア
イ
デ
ア
は
浮
か
び
、

ど
ん
な
状
況
で
も
屈
せ
ず
前
進
す
る
力
が

つ
い
た
と
感
じ
ま
す
。
成
長
の
機
会
を
与

え
て
下
さ
っ
た
学
生
会
活
動
、
大
変
な
中

を
共
に
し
た
メ
ン
バ
ー
に
感
謝
で
す
。

点
か
ら
の
論
及
が
も
う
少
し
あ
れ
ば
、
よ

り
充
実
し
た
議
論
に
な
っ
た
の
で
は
、
と

も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

優
勝
は
中
谷
ゼ
ミ
Ａ
チ
ー
ム
と
な
り
、

同
窓
会
の
村
田
紀
敏
会
長
か
ら
、優
勝
チ
ー

ム
、
準
優
勝
チ
ー
ム
に
そ
れ
ぞ
れ
賞
金
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
換
気
の
た
め
、
窓

を
開
け
か
な
り
冷
え
込
ん
だ
会
場
で
の
大

会
と
な
り
ま
し
た
が
、
学
生
た
ち
の
熱
い

闘
い
は
、
そ
の
寒
さ
も
吹
き
飛
ば
し
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
12
月
19
日
（
土
）、
法
政
大

学
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
第
11
回

学
生
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
決
勝
戦
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

例
年
で
あ
れ
ば
、
広
い
会
場
で
行
わ
れ

る
の
で
す
が
、
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
禍
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
決
勝
戦
チ
ー
ム
と
学

生
会
の
司
会
者
な
ど
に
出
席
者
を
絞
っ
た

う
え
、
経
済
学
部
棟
３
０
５
教
室
と
い
う

一
般
教
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
日
本
は
東
京
一
極
集
中
を
改
善
す
べ

き
」
が
決
勝
戦
の
テ
ー
マ
で
、
中
谷
ゼ
ミ

Ａ
チ
ー
ム
、
中
谷
ゼ
ミ
Ｂ
チ
ー
ム
で
争
わ

れ
ま
し
た
。
審
査
員
は
、
経
済
学
部
か
ら

は
朴
倧
玄
教
授
、
平
瀬
友
樹
准
教
授
、
同

窓
会
か
ら
は
花
澤
良
三
幹
事
長
、
嶋
崇
広

報
部
会
長
が
務
め
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
は
前
半
戦
と
後
半
戦
で
行
わ
れ
、

前
半
戦
は
肯
定
側
中
谷
ゼ
ミ
Ａ
チ
ー
ム
、

否
定
側
中
谷
ゼ
ミ
Ｂ
チ
ー
ム
、
後
半
戦
は

肯
定
側
、
否
定
側
が
入
れ
替
わ
っ
て
、
論

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
相
手
チ
ー

ム
の
質
問
に
対
し
、
真
摯
な
対
応
を
す
る

姿
勢
が
印
象
的
で
し
た
が
、テ
ー
マ
が
「
日

本
は

－」
で
あ
り
な
が
ら
、
東
京
を
中

心
と
し
た
議
論
が
多
く
、
全
国
規
模
の
視

▼出席者を絞り、ソーシャルディス
　タンスを保ったうえで行われた
　ディベート大会の様子

▲優勝に輝いた
　中谷ゼミＡチーム

（写真・伊藤　章）

開
催
さ
れ
る

第
11
回

学
生
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会

開
催
さ
れ
る

第
11
回

学
生
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会

多摩の息吹
異例続きの2020年度を

振り返る

佐
さ

藤
とう

　萌
もえ

花
か

現代ビジネス学科４年
所属ゼミなし

（佐藤良一ゼミが2020年度で終了）
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■
教
授
会
執
行
部　

　

経
済
学
部
長

　

廣
川
み
ど
り 

教
授
（
新
任
）

　

教
授
会
主
任

　

近
藤　

章
夫 

教
授
（
新
任
）

　
教
授
会
主
任

　

菅　

富
美
枝 

教
授
（
新
任
）

　
教
授
会
副
主
任

　

菅
原　

琢
磨 

教
授
（
新
任
）

■
定
年
退
職
（
３
月
31
日
付
）

　

佐
藤　

良
一 

教
授

　

山
本　

真
鳥 

教
授

■
新　
任　

　

阿
部　

俊
弘 

教
授
（
統
計
学
）

　

馬　
　

欣
欣 

教
授
（
中
国
経
済
論
）

　

八
木
橋
毅
司 

教
授
（
現
代
経
済
学
）

■
在
外
研
究
員

　

田
村　

理
香 

教
授
（
秋
学
期
）

　

高
橋　

秀
朋 

教
授
（
春
学
期
）

　

進
藤　

理
香
子 

教
授

■
国
内
研
究
員　

　

河
村　

哲
二 

教
授

　

竹
口　

圭
輔 

教
授

　

ロ
バ
ー
ト　

ス
ト
ラ
ウ
ド 

准
教
授

は
、
今
回
も
志
願
者
の
回
復
に
は
至
ら
ず
、

前
年
度
比
96
・
２
％
で
、
４
年
連
続
の
減

少
と
な
っ
た
。

　

２
０
２
１
年
度
一
般
選
抜
、
総
合
型
選

抜
等
は
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
の
実
施
と
な
っ

た
が
、
様
々
な
感
染
防
止
対
策
を
行
い
、

す
べ
て
の
入
試
を
無
事
に
予
定
通
り
終
え

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

今
後
も
ど
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
対
応

で
き
る
よ
う
、
し
っ
か
り
と
準
備
を
進
め

て
い
き
た
い
。

　
　
（
入
学
セ
ン
タ
ー
・
宮
瀬
慎
也
）

教
科
６
科
目
型
）
が
同
77
・
７
％
と
、
い

ず
れ
も
80
％
に
届
か
な
か
っ
た
。

　

そ
の
他
、
最
も
募
集
人
数
の
多
い
Ａ
方

式
入
試
（
個
別
日
程
）
は
前
年
度
比
92
・

８
％
、
グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
学
部
（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）

が
抜
け
て
14
学
部
で
の
実
施
と
な
っ
た
Ｔ

日
程
入
試
（
統
一
日
程
）
は
同
84
・
０
％

で
あ
っ
た
。

　

学
部
別
で
は
、
15
学
部
中
12
学
部
で
志

願
者
が
減
っ
て
お
り
、
志
願
者
が
１
万
人

を
超
え
た
学
部
は
２
学
部
に
と
ど
ま
っ
た
。

２
０
２
０
年
度
一
般
選
抜
で
前
年
度
比

69
・
８
％
と
大
幅
に
減
少
し
た
経
済
学
部

　

２
０
２
１
年
度
一
般
選
抜
の
志
願
者
数

は
、
前
年
度
か
ら
１
万
２
、６
７
２
人
減
の

９
万
９
５
６
人
で
、
２
年
連
続
で
１
万
人

以
上
減
少
し
、
６
年
ぶ
り
に
10
万
人
を
下

回
っ
た
。

　

２
０
２
０
年
度
一
般
選
抜
で
は
、
本
学

を
含
め
て
５
大
学
が
10
万
人
を
超
え
て
い

た
が
、
今
回
は
１
大
学
の
み
に
と
ど
ま
る

な
ど
、
首
都
圏
を
中
心
に
多
く
の
大
学
で
、

志
願
者
数
が
前
年
度
を
下
回
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
関
し
て
は
、
や
は
り
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
大
き
く
影
響
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
、
地
方
の
受
験
生
が
東

京
の
大
学
へ
の
進
学
を
取
り
や
め
た
り
、

併
願
校
数
を
絞
っ
た
り
し
た
ほ
か
、
一
般

選
抜
か
ら
総
合
型
選
抜
、
学
校
推
薦
型
選

抜
に
シ
フ
ト
し
た
受
験
生
も
、
多
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。

　

入
試
方
式
別
で
は
、
実
施
学
部
学
科
が

増
え
た
英
語
外
部
試
験
利
用
入
試
が
、
前

年
度
比
１
３
２
・
２
％
で
３
年
連
続
増
加
し

た
以
外
は
、
す
べ
て
減
少
し
た
。
特
に
大

き
く
減
っ
て
い
る
の
が
、
大
学
入
学
共
通

テ
ス
ト
利
用
入
試（
旧
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

試
験
利
用
入
試
）
で
、
Ｂ
方
式
（
３
教
科

型
）
が
前
年
度
比
78
・
４
％
、
Ｃ
方
式
（
５

2021年度 一般入試学部別志願者状況

法 学 部

文 学 部

経 済 学 部

社 会 学 部

経 営 学 部

国 際 文 化 学 部

人 間 環 境 学 部

現 代 福 祉 学 部

キャリアデザイン学部

グローバル教養学部

ス ポ ー ツ 健 康 学 部

情 報 科 学 部

デ ザ イ ン 工 学 部

理 工 学 部

生 命 科 学 部

合　　計

学　　部

9,296

8,429

9,573

9,186

10,230

3,458

4,109

3,042

5,402

783

2,272

3,725

6,542

10,294

4,615

90,956

2021年度

9,943

10,469

9.950

12,102

13,869

3,744

4,903

2,677

3,705

921

2,883

3,311

7,239

12,794

5,118

103.628

2020年度

93.5%

80.5%

96.2%

75.9%

73.8%

92.4%

83.8%

113.6%

145.8%

85.0%

78.8%

112.5%

90.4%

80.5%

90.2%

87.8%

前年度比

新型コロナウイルス感染症に罹患等した出願者、福島県沖地震で被災し、
受験できなかった受験者の特別措置（大学入学共通テスト利用入試Ｂ方式、
Ｃ方式への振替受験）者数を含んだ人数

法
政
志
願
者
６
年
ぶ
り
に

　
　
　
　 

　
10
万
人
を
割
る

２
０
２
１
年
度

経
済
学
部
教
員
人
事
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2021年度もよろしく お願いいたします
会報では広告を募集しています。あいさつ
広告と企業広告があります。お申込みは
事務局へ。広告の掲載料金は同窓会活動に
大いに役立っております。幅広い会員各位の
ご協力をお願いいたします。

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
41
年
経
済
学
部
卒

会

　
　長

村

　田

　紀

　敏

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
42
年
経
済
学
部
卒

副
　会
　長

佐
々
木

　範

　光

〒

埼
玉
県
所
沢
市
北
岩
岡
一
｜
一
七

電

　話

　〇
四
（
二
九
四
二
）七
八
〇
六

359-
0007

〒

神
奈
川
県
川
崎
市
幸
区
小
向
西
町
四
｜
六
五

電   

話
　
〇
四
四
（
五
一
一
）〇
五
五
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
四
（
五
五
五
）一
二
八
七

212-
0004

高
橋
建
設
興
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

会
　
　
長

高
　
橋
　
久
　
之

昭
和
35
年
経
商
卒

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

一
九
六
〇
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
（
上
杉
ゼ
ミ
）

会
長
代
行

加

　藤

　
　
　毅

〒

東
京
都
板
橋
区
高
島
平
五
｜
三
一
｜
一
二

電

　話

　〇
三
（
三
九
三
〇
）八
六
六
五

175-
0082

一
九
七
〇
年
経
済
学
部
卒

〒

東
京
都
西
東
京
市
田
無
町
一
｜
一
二
｜
六

電   

話

　〇
一
二
〇（
四
〇
八
）〇
三
八

188-
0011

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

事
業
部
会
長

元   

角   

昌   

三

横
浜
市
戸
塚
区
戸
塚
町
一
〇
五
番
地

電   

話

　〇
四
五
（
八
六
一
）
五
七
四
一
㈹

株
式
会
社
桐
屋

代
表
取
締
役

社

　
　長

田

　島

　榮
二
郎

昭
和
37
年
経
済
学
部
商
業
学
科
卒

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

愛
花
創
業
㈱
代
表
取
締
役

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
46
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒

幹
　事
　長

総
務
部
会
長

花

　澤

　良

　三

〒

千
葉
県
市
原
市
ち
は
ら
台
東
二
｜
一
一
｜
一
三

電

　話

　〇
四
三
六
（
三
六
）一
一
六
〇

290-
0141

１
９
７
１
年
経
済
学
部
卒

〒

千
葉
県
千
葉
市
緑
区
大
木
戸
町
九
三
｜
六
九

　
　
　

電   

話
　
〇
四
三
（
二
九
四
）
五
〇
八
八

267-
0057

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

財
政
部
会
長

田
　
口
　
雅
　
美

〒

杉
並
区
浜
田
山
四
｜
一
六
｜
四

セ
ン
ト
マ
ー
ク
ス
浜
田
山
一
一
六

168-
0065

コ
マ
ニ
ー
株
式
会
社

会

　
　長

塚

　本

　幹

　雄

昭
和
48
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

財
政
部
会
　副
部
会
長

昭
和
42
年
経
済
学
部
卒

会

　田

　久
仁
夫

〒

さ
い
た
ま
市
南
区
南
浦
和

三―

二
七
｜
二
二
｜
一
〇
〇
六

336-
0017

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

広
報
部
会

長

　野

　隆

　一

〒

神
奈
川
県
藤
沢
市
善
行
坂
二
｜
一
二
｜
三
八

251-
0876

昭
和
41
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
45
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
（
渡
邊
佐
平
ゼ
ミ
）

事
務
局
長

髙

　森

　正

　雄

〒

東
京
都
日
野
市
新
町
一
｜
八
｜
一
九

191-
0002

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会
常
任
幹
事

応
援
団O

Ｂ・Ｏ
Ｇ
会
幹
事

東
京
宅
建
倶
楽
部
幹
事

昭
和
26
年
経
済
学
部
卒

大

　野

　文

　義

〒

東
京
都
練
馬
区
関
町
北
二
｜
三
四
｜
一

電

　話

　〇
三
（
三
九
二
〇
）一
一
一
〇

177-
0051

日
本
ト
ー
マ
ス
・
シ
ェ
リ
ン
グ
経
済
学
会
準
備
会

呼
び
掛
け
人

中

　村

　寿

　徳

携

　帯

　〇
八
〇（
二
六
七
〇
）
三
七
五
二

H
P:http://tcsassociation.w

eb.fc2.com

（Scheling’s T
w

itter follow
er

）
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2021年度もよろしく

法
友
体
育
会
顧
問

法
友
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
名
誉
会
長

昭
和
38
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒

川

　﨑

　保

　之

〒

東
京
都
府
中
市
四
谷
三
｜
六
四
｜
二
四

電

　話

　〇
九
〇（
二
六
四
八
）六
三
〇
一

183-
0035

昭
和
26
年
経
済
卒

二
度
栗
山
興
業
株
式
会
社

取
締
役
会
長

宮

　内

　良

　雄

経
済
学
部
二
部
会
計
学
研
究
会
Ｏ
Ｂ
会

　

昭
和
43
年
経
済
学
部
商
業
学
科
卒

公
認
会
計
士

税
　理
　士

桑

　原

　正

　信

〒

茨
城
県
古
河
市
古
河
五
四
四
｜
一
四
七

306-
0016

昭
和
34
年
経
済
学
部
卒

文
京
法
友
会

相
　談
　役

高

　橋

　将

　昭

胡
口
靖
夫
サ
マ
ル
カ
ン
ド
外
大
名
誉
教
授
　著

『
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン「
ナ
ポ
イ
劇
場
」建
設
の
真
実
』

「
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
愛
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
本
で
す
」

（
村
田
紀
敏
氏
の
ご
祝
辞
よ
り
）

胡
口
　靖
夫
（
同
時
代
社
、
１
８
０
０
円
）

著
者
は
博
士
（
学
術
）
１
９
６
９
年
法
政
大
学

経
済
学
部
修
士
修
了
。（
日
高
ゼ
ミ
）

経
済
学
部
同
窓
会

常
任
幹
事
　事
業
部
会

小
宮
山
労
務
管
理
事
務
所（
開
業
54
年
）

昭
和
36
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒

小
宮
山
　
欣
　
一

〒

埼
玉
県
川
口
市
芝
六
九
九
〇
｜
一
〇

電
　
話
　
〇
四
八
（
二
六
六
）九
八
四
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
八
（
二
六
六
）三
二
五
五

333-
0866

公
認
会
計
士
法
友
会

昭
52
年
経
済
学
部
卒

会

　
　長

太

　田

　荘

　一

〒

東
京
都
新
宿
区
北
新
宿
四
｜
一
九
｜
一
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（正
和
ハ
イ
ツ
）

電

　話

　〇
八
〇（
七
〇
〇
九
）二
六
九
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　飯
塚
昇

169-
0074

村
串
仁
三
郎
法
政
大
学
名
誉
教
授
　著

「
高
度
成
長
期
日
本
の
国
立
公
園
」

 

｜
自
然
保
護
と
開
発
の
激
闘
を
中
心
に
｜

（
時
潮
社
、
三
五
〇
〇
円
）

著
者
は
一
九
六
九
年
法
政
大
学
大
学
院
（
博
）
単
位
取
得

博
士
（
経
済
学
）

経
済
学
部
同
窓
会
副
会
長
・
Ｈ
Ｐ
副
部
会
長

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
42
年
経
済
学
部
卒

副
　

会
　

長

菅
　
野
　
里
　
見

〒

東
京
都
八
王
子
市
北
野
台
三
｜
四
六
｜
一
一

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
二
（
六
三
七
）二
五
三
五

192-
0913

昭
和
40
年
経
済
学
部
卒
（
高
橋
誠
ゼ
ミ
）

〒

東
京
都
大
田
区
東
雪
谷
三
｜
一
六
｜
八

　
　
　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三
（
三
七
二
九
）
一
八
九
五

145-
0065

『
同
窓
会
報
』は
会
員
交
流
の
広
場
で
す

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

小
　
倉
　
　
　
尚

副
　

会
　

長

広
報
部
会

法
政
大
学
理
事
　経
済
学
部
同
窓
会
副
会
長

文
化
シ
ャ
ッ
タ
ー
株
式
会
社

昭
和
45
年
経
済
学
部
卒

代
表
取
締
役

社

　
　長

潮

　崎

　敏

　彦

昭
和
36
年
経
済
学
部
商
業
学
科
卒

〒

北
海
道
枝
幸
郡
枝
幸
町
歌
登
南
町
三
八
〇
｜
四

　
　
　

電   

話

　〇
一
六
三
（
六
八
）
二
八
三
六

098-
5204

南
宗
谷
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

顧

　
　問

深

　井

　信

　朗

　
法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会
元
会
長
岩
部

金
吾
氏
は
、
２
０
２
１
年
３
月
７
日
肺
炎
の

た
め
89
歳
で
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
同

窓
会
会
員
を
代
表
し
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
心
か
ら
哀
惜
の
意
を

表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
岩
部
元
会
長
は
、
１
９
９
８
年
６
月
よ
り

６
年
間
に
わ
た
り
、
経
済
学
部
同
窓
会
会
長

と
し
て
同
窓
会
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
は
法
政
大
学
校
友
会
の
会

長
も
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
法
政
大
学
同
窓
会

全
体
の
組
織
運
営
に
も
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
こ
こ
に
謹
ん
で
岩
部
元
会
長
の
ご
冥
福
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　 

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

　
　
　
　
　
　
　   

会
　
長
　
村
田
　
紀
敏

元
会
長
岩
部
金
吾
氏
逝
去
の
ご
報
告
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事務局からのお知らせ
　新型コロナによる行動制限の継続により、経友会の
活動も書面やメールを利用してのものに限定せざるを
得ない状況が続いております。前号でお知らせしました
とおり忘年パーティーは中止とさせていただいたほか、
恒例の七福神巡りや桜を観る会も見送りという残念な
状況となっております。

　昨年12月以降の主な活動は次のとおりであります。
・12月25日（金）経済学部創設100周年記念誌及び同窓会

報発送（郵便事情により皆さまへの到着がかなり遅れ
ましたことをお詫びします）

・１月21日（木） 第４回代表・常任合同幹事会（書面開催）
・２月９日（火）卒業生配布用100周年記念誌封入作業
・３月18日（木）第５回代表・常任合同幹事会（書面開催）
・３月23日（火）卒業生配布用100周年記念誌発送作業
・３月30日（火）新入生配布用100周年記念誌封入作業
　以上のほか、必要に応じてメール等のやりとりにより
同窓会の運営等に関する打合せを行いました。
　蛇足になり恐縮ですが、ここ最近、事務局では『100
周年記念誌』の運搬や封入作業等、例年になく力仕事が

多く、思わぬ筋トレの機会に恵まれました（笑）。女性
事務局員お二方の奮闘に敬意を表します。また、卒業生
や新入生への記念誌及び同窓会資料配布のための封入・
発送作業につきましては常任幹事の会田さん、大川
さん、吉川さんにもお手伝い頂き、滞りなく作業を終える
ことができました。

　今後の活動につきましては、引き続き大学を含め周囲
の状況を見極めつつ実施の是非や方法を検討して参り
ます。常任幹事会等の会議を実開催するためには、大学が
同窓会等の第三者に対して教室や会議室の使用を認める
ことのできる環境にならないと、場所の確保が困難な
状況にあります。ただ、１面でお知らせしましたとおり、
本年度の定期幹事総会に関しては、参加が可能な役員や
常任幹事のみに出席者を制限したうえで、万全の対策を
講じながら会議のみを開催し、オレンジの集い等の行事は
見送ることといたしました。会員の皆さまにおかれまして
は、現下の厳しい状況をご賢察賜り、ご理解とご協力を
お願い申し上げます。

（事務局長　髙森　正雄）

最近の活動 今後の予定

【
新
入
会
員
】

　

２
０
２
０
・
12
月
～　

（ ）
は
西
暦
卒
年  　
　

　
　
　
　
　
　
［　

］
は
紹
介
者　

敬
称
略

　

原　

健
太
郎
（
20
）

　

望
月　

博
信
（
16
）

　

西
川　

和
男
（
80
）［
元
角　

昌
三
］ 

　

荻
野　
　

大
（
21
）

　

小
澤　

理
佳
（
21
）

■
新
入
会
員
か
ら
ひ
と
言

　

望
月　

博
信
（
東
京
都
文
京
区
）

　
　

大
学
卒
業
後
、
経
済
の
シ
ク
ミ
が
よ

く
理
解
出
来
ず
に
お
り
ま
し
た
の
で
、

通
信
教
育
部
の
経
済
学
部
経
済
学
科
に

編
入
学
い
た
し
ま
し
た
。

　
　

コ
ツ
コ
ツ
と
理
論
を
学
ぶ
中
で
少
し

理
解
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
　

同
窓
会
行
事
に
参
加
し
、
学
び
の
継
続

を
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

【
一
般
活
動
支
援
金
寄
付
】

　

２
０
２
０
・
12
～　

１
口　

千
円　

　
　
　
　
　
　

（ ）
は
西
暦
卒
年　

敬
称
略

　

松
本　

寿
雄　

７
口
（
77
）

　

榊
原　

高
広　

２
口
（
82
）

　

秀
眞　

正
彦　

５
口
（
63
）

　

匿
名　
　
　
　

10
口

【
訃　
報
】　

　

２
０
２
１
年
１
～
３
月

　
　
　
　
　
　

（ ）
は
西
暦
卒
年　

敬
称
略　

　

ご
遺
族
の
方
か
ら
次
の
会
員
の
ご
逝
去

の
ご
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

　

同
窓
会
発
展
の
た
め
に
、
ご
尽
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

小
沢　

勝
美　
（
特
別
会
員
）
16
年
４
月　

　

ご
逝
去
（
ご
家
族
か
ら
21
年
１
月
に　

ご
連
絡
あ
り
）

　

絈
野
喜
一
郎
（
58
）

　

播
本　

幸
男
（
48
）

　

松
田　

利
之
（
65
）

【
１
０
０
周
年
記
念
寄
付
金
収
支
報
告
】

　

同
窓
会
１
０
０
周
年
記
念
事
業
は
、
前

号
で
の
寄
付
者
の
ご
報
告
の
後
、
高
井
郁

之
郎
様
、
栗
田
繁
夫
様
か
ら
追
加
寄
付
を

い
た
だ
き
、
左
記
の
と
お
り
計
上
致
し
ま

し
た
。
残
額
は
学
生
支
援
金
へ
の
積
立
と

い
う
処
理
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の

ご
支
援
・
ご
協
力
に
対
し
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
事
務
局
）

100周年記念事業収支報告
摘　要

100周年寄付金収入

100周年記念誌関係
記念誌送付関係
振込手数料
学生支援金積立
口座へ振替
合　　計

記念誌代収入
（＠300×312）

収　入
2,733,700

2,827,300

93,600

支　出

2,827,300

1,111,588

281,288

45,628

1,388,796


